








いては本人の Awareness（気づき）をいかに促すかが求められる。  
 本人の能力の自己認識を評価する評価法として近年 ACQ—OP（Assessment of Coｍpared 
Qualities – Occupational Performance）が開発された。これは、セルフケアや調理、洗









う 2 課題を対象者と決めて評価する。 AMPS の評価中は iPad にて撮影し一連の作業遂行を
記録する。1 課題が終了する毎に、 ACQ-OP を行い 11 項目の半構成的な質問に 10 分程度で
回答し、AMPS による客観的評価と対象者本人の自己認識にどれほど差異があるのかを明ら
かにする。 AMPS 及 び ACQ の結果はコンピューターに入力し専用ソフト OTAP（ The 
Occupational Therapy Assessment Package）にて結果を算出する。なお本研究は聖隷クリ
ストファー大学倫理委員会の承認を得ている（承認番号 17076）。  
【結果】  
 研究期間は平成 30 年 2 月から 3 月の 2 ヶ月間。研究協力同意の得られた施設で研究参
加同意が得られた 5 名に対して行った。参加者の属性は男性 4 名女性 1 名。平均年齢 43.2







きる「予測的アウェアネス」の段階によって進むと示されている （ Crosson, Barco, 
Velozo,1989）。ACQ―OP を用いることで当事者が能力によってどのような段階であるのか
を知ることにつながるまた、AMPS、ACQ-OP で示された Logit 値は能力準拠と基準準拠に基
づくため年齢平均との比較や客観的評価と主観的評価の際の程度の解釈が可能であるため
より効果的な介入につなげることが期待できる。  
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